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1は じ め に

カーネーションの萎凋病は,定植前の土壊消毒しか防

除法がなく,最も重大な病気の一つである。近年発表さ

れている新品種の一部は抵抗性を保持しているといわれ

ているものの,多くが外国育成品種であり,少量多品種

化が進んでいる現状では, 日本に適する品種は決して多

いとはいえない。日本のカーネーション生産農家では,

施設内に複数品種を栽培しているのが現状であり,栽培

中に防除が難しいことから,新品種育成及び新品種の産

地への普及には抵抗性判別が不可欠である。しかし,従
来行われていた断根切断法 (従来法)では検定に2ヶ 月

以上かかる上,検定に際し発根苗を用意しなけれななら

ないこと,発病適温が23℃ であるため,加温施設が必要

であり,天候にも左右されるため,検定時期が限られる

など,問題も多い。2004年,愛知総合農試の大石らは,

萎凋病と同じく深刻な土壊病である妻凋細菌病の抵抗性

判定に、in vitro挿 し穂接種法という簡易な検定法 (簡

易検定法)が有効であることを報告した。この手法は,

発根していない挿し穂を用いること,一定条件のインキ

ュベータ内で試験を行うことから,安定した結果が得ら

れ,判定も短期間で行えるメリットがある。そこで,こ
の簡易検定法が萎凋病に応用できるかを検討したので報

告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種系統

市販品種のノラ,ツ ンドラ,フ ランセスコ,パーバラ,

農業生物資源研究所ジーンバンクとの研究協定により護

渡された原種 ′′a″ ′″″
`力

θ′′θ′′,筆者育成品種のポー

レッド及びユアレッド。

(2)供試菌株

農業生物資源研究所ジーンバンクとの研究協定により

譲渡されたλsar′
"ο

F"ροr"f sp ′ル″′力′の保存菌

株103072,103073,103074。

(3)菌株の増殖及び接種菌混濁液の作成

液体Czapec Dox培 地で振とう培養 (100 cycles/min)

して得られた培養物を網目75μ mのステンレスふるいで濾

した濾液を用いた。菌糸断片濃度はトーマ式血球計算板

により算出し,蒸留水で10`個 /mlに希釈した。この希釈

液を接種菌液とした。

(4)従来法による接種検定

パーライ トを挿床として得られた発根苗の根部を1/2

に切りつめ,根部を接種菌液に5分間浸漬した後,育苗

培土 (げんきくん1号)を入れた7 5cm黒ポリポットに移

植した。対照には接種菌液の代わりに蒸留水を用いた。

栽培は最低温度20℃ のガラス温室で行った。2ヶ 月後 ,

枯死個体,萎凋個体をすべて発病個体として,発病率を

算出した。試験は各区10個体,3反復で行った。

(5)簡易検定法

大石らの手法に準じたが,萎凋病の発病適温が23℃で

あることから,本試験では試験温度を23℃ とした(表 1)。

対照には接種菌液の代わりに蒸留水を用いた。10日 後,

枯死個体,萎凋個体,維管束褐変個体をすべて発病個体

として発病率を算出した。試験は各区10個体,2反復で

行った。

表1試験方法の比較
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3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)従来法による供試菌株の検討 (試験 1)

従来法の結果,接種菌株により,発病率が異なった (表

2)。 罹病性であるとされているノラでは,いずれの菌

株でも発病率が高かった。抵抗性とされているツンドラ

では菌株103073で発病率が高く,103072及 び103074で発

病率が低かった。同じく抵抗性とされているパーバラで

は,103072で発病率が低く,103073で発病率が高かった。

103074で はやや発病率が高かった。弱い抵抗性であると

されるフランセスコでは,103072で 43%の株が発病せず,

他の菌株ですべて発病した。菌株 103072を 用いたときの

み,すべての品種でカタログに記載されている抵抗性と

一致する発病率を示したことから,萎凋病抵抗性判定に

はこの菌株103072が適していると判断し,以下の試験に

はこの菌株を用いた。

萎凋病菌には多くのレースが存在し,品種により各レ

ースヘの抵抗性が異なることが知られている。このうち,

日本で問題となっているのはレース 2と いわれており,

カタログに記載されている抵抗性もこのレース 2への抵

抗性と考えられる。本試験で用いた菌株のうち103072は

レース 2であり,103073及 び103074は他のレース,ある

いは,継代培養中に突然変異を起こしたものであると推

察されるが,いずれであるかは確認できなかった。

対照
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萎凋病への抵抗性が確認されていない,,力
“

′θ′′,

ポーレッド,ユアレッドについて,簡易検定法を用いて

抵抗性判定を行った (表 4)。 その結果,,力θ″′θr′で

は発病率が低く,抵抗性であると判定された。一方,ポ
ーレッド及びユアレッドは供試個体すべてが発病し,罹
病性であると判定された。, 力θ″′θ′′は姜凋細菌病抵抗

性の原種であり,姜凋病にも抵抗性ではないかと推測さ

れていた。また,ポーレッド及びユアレッドはノラの培

養変異選抜により育成したものであり,ノ ラと同様に罹

病性であると推測されていた。本試験の結果は推測され

てきた抵抗性と同様であり,従来法で行った結果 (デー

タ省略)とほぼ一致したことから,こ の簡易検定法は有

効な萎凋病抵抗性判定法であると思われた。
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表4簡 易検定法による抵抗性判定
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(2)検定法の比較 (試験 2)

菌株103072を用いて行った簡易検定法の結果は,従来

法と同様であり,ツ ンドラで発病率が低く,ノ ラで発病

率が高かった (表 3)。 このことから,簡易検定法は姜

凋病の抵抗性判定にも適用できることが示唆された。

(3)簡易検定法による抵抗性判定 (試験 3)

接種菌株は103072。

4 ま と め

以上の結果から,大石らのin vitro挿 し穂接種法は萎

凋病抵抗性判定にも適用できることが確かめられた。

なお,本研究で用いた,力θ′′θ′′,A Dxyspο′
"i sp

びル″′″の保存菌株103072,103073,103074は いずれも,

独立行政法人農業生物資源研究所ジーンバンクとの研究

協定により譲渡されたものである。
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表2断根切断法による接種菌株別の萎凋病発病率

系統  カタロク'記載 接種菌株  発病率(%)
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